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近代日本文学における「変身」の隠喩
―安部公房の短編小説の分析―

オルネド・ペレス・アロエ、ルシア
指導教授　ヒガ，マルセーロ

　戦後は安部公房の文学における重要な時期である。彼の初期と呼ばれる戦後の間に、未だ若い作家で
あった安部が後に書いた作品の礎を築いたときであるといえる。それにも関わらず、スペイン語圏では
当時の作品があまり知られていないのは事実である。現在訳されているのは、一九七一年のカズヤ・サ
カイ訳の『砂の女』、一九九四年のフェルナンド・ロドリゲス・イスキエルド訳の『他人の顔』、そして
寺尾隆吉訳の二〇一〇年の『人間そっくり』、二〇一一年の『不吉な物語集』という短編集、二〇一二
年の『箱男』、二〇一三年の『月に飛んだノミの話集』という短編集、二〇一四年の『密会』と
二〇一五年の『燃え尽きた地図』のみである。つまり本研究の対象である初期の作品はスペイン語で読
まれるのがその上記の短編集の作品だけである1）。
　本論では安部公房の作品世界を理解するため肝心である彼の短編作家の面（特に書き始めたころ）を
強調したい。初期に書かれた短編で、当時作風や課題を探求していた安部が様々な実験をし、また後に
も使用した解答を見つけた。本研究はとりわけ彼の文学が成熟するまでの時期である、戦後時代
（一九四五から一九五二まで）と占領時代の終わりから安保闘争のときまで（一九五二から一九六〇ま
で）という時代に注目した2）。その中で特別な重要性をもつと思われる変身物語に対象を絞った。特に「デ
ンドロカカリヤ」（一九四九）、「夢の逃亡」（一九四九）、「赤い繭」（一九四九）、「S・カルマ氏の犯罪」

（一九五一）、「バベルの塔の狸」（一九五一）、「魔法のチョーク」（一九五一）、「洪水」（一九五一）、「詩
人の生涯」（一九五一）と「棒」（一九五五）という作品を選択した。
　変身は初期の短編で繰り返し登場する現象であるだけでなく、その初期に行われた大事な変更を要求
しているものでもあるといえる。今までの安部公房についての研究は当時の彼の変貌に関する多く論じ
られてきた（すでに一九七八年に本多秋五は安部のことを「変貌の作家」と呼ばれた）が、変身物語を
具体的に充分に注目されていないと思われ、本研究ではとりわけ変身というテーマに着目した。
　本論では安部公房が変身物語を書き始めた理由、そして変身物語を多く書いた理由について考察した。
変身の意味を捕らえるには、このテーマの主な三つの特徴に注目した。それは安部の当時の変貌を支え
る三つの要素でもあるといえよう。このように、本研究を三つの理論的な視点から取り組み、それぞれ
の章に論じた。まず、第一章では〈新幻想文学〉と〈不条理文学〉というジャンルの理論を考察して、
本論で扱う作品をこの二つのジャンルに位置づけた。そうすることによって、ある具体的な意図を示す
テキストの形式的な性質が分かることができた。その意図は現実主義と異なる方法で現実を探検し、表
現するということと、我々の世界が不条理であるというアイデアを表現するということである。今まで
〈新幻想文学〉の理論を使用し安部公房の作品を分析されたことがなく、本論の新しさの一つとなる。
　次に第二章ではアヴァンギャルドの理論を考察して、変身物語を分析した。安部は芸術と政治的なア
ヴァンギャルドのサークルに積極的に参加していて、その影響を当時の彼の作品で現れている。変身を

１）�『不吉な物語集』（Los cuentos siniestros）は「パニック」（1954）、「犬」（1954）、「人肉食用反対陳情団と三人の紳士たち」
（1956）、「鉛の卵」（1957）、「家」（1957）、「無関係な死」（1961）、「時の崖」（1964）が収録され、『月に飛んだノミ
の話集』（Historia de las pulgas que viajaron a la luna）は「R62号の発明」（1953）、「棒」（1955）、「独裁者」（1955）、「手
段」（1956）、「耳の価値」（1956）、「使者」（1958）、「月に飛んだノミの話」（1959）、「トータル・スコープ」（1960）、
「なわ」（1960）、「悪魔」（1963）、「子供部屋」（1968）が収録されている。

２）�クアルテゥチ氏が『Abe Kobo y la narrativa japonesa de posguerra』で提案する年表を使用する。
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通じて、安部は自分のあらゆる芸術的な関心と政治的な心配を表現することができ、変身という手段は
真正なアヴァンギャルドの手段であるといえる。要するに安部は芸術的・政治的なアヴァンギャルドの
精神を抱きながら、アヴァンギャルドの以前の失敗を乗り越えようとして、現代を描く方法を探してい
た。彼にとっては革命の芸術と社会の変革は一つになるべきであって、本論では変身を通じて安部は両
方の革命を統一することができたと論じた。
　最後に、第三章では変身をアイデンティティ問題の隠喩として考察した。安部が初期からアイデンティ
ティ問題に興味を持ち、様々な視点から考えた（自己の確立、アイデンティティの確立における故郷の
重要性、他者との関係など）。変身物語を分析することによって、安部がそのテーマに論理的や創造的
な可能性を見つけたといえる。アイデンティティ問題は安部公房の文学で繰り返して出てくる問題であ
る。『終りし道の標べに』（一九四八）『けものたちは故郷をめざす』（一九五七）では安部が自己の構造
における故郷の重要性について語っている。変身をテーマとする作品以降、アイデンティティ問題につ
いて語る方法が大きく変わってきた。今度登場人物のアイデンティティを脅すものは幻想的なものであ
り、安部の作品はより象徴的あるいは隠喩的になったといえます。
　緊密に結ばれているこの三つの角度から安部公房の変身物語を分析してから、彼の初期に行われた変
貌を更に深く理解できるようになった。今までこういう理論の組み合わせで安部の作品を論じられたこ
となく、本研究を通じて、以前他の研究者の結論を確証しながらも、新しい視点から安部公房の作品を
考察することができた。
　まず「新幻想文学」、「不条理文学」と「芸術のアヴァンギャルド」も現実を今までと違う角度から考
察したいという目的が共通する。安部公房もそういう意図を持ち、この三つの方法を使用して、普通の
目で見られない現実も探検しようと思った。安部公房にとっては芸術というのは幅広い領域であり、芸
術的に自分を表したい気持ちさえあれば、様々なアプローチがあり得ると考えていた。その芸術の折衷
主義的な概念を持っていたので彼の作品に様々な影響が見ることができる。
　しかし芸術は革命的でもあるべきだと思っていた。それはリアリズムの手段を広げたいという意味だ
けでなく、社会的な問題を扱う必要があるという、政治的な意味もあった。安部公房にとっては人間に
悩ませる問題が社会的な面はもちろん、個人的な面も重要であり、彼自身が述べたように「社会的実存
文学の方法」を確立するつもりがあった3）。
　このあらゆる意図や概念は初めて変身をテーマとする物語で見ることができる。本論で分析した作品
は以降にまた展開した安部公房の文学の基本的な特徴が指摘できる、彼のキャリアの画期的な作品であ
るといえよう。
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